
アバール語における動詞の進行相形の形成方法
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１．はじめに

本稿ではアバール語の動詞の進行相形の作り方に焦点を当てる。アバール

語はダゲスタン諸語（北東コーカサス諸語とも呼ばれている）に属し，主に

ロシア連邦ダゲスタン共和国で話されている。アバール語の動詞は，過去時

制，現在時制，未来時制などの時制とともに進行相や結果相などの相の区別

を持っている。過去時制，現在時制，未来時制の区別は動詞の屈折語尾（接

尾辞）で表されるが，進行相や結果相は本動詞の非定形と補助動詞として存

在動詞のAM-uk

。

-ine「ある，いる」を組み合わせることによって複合的に表

現され，それぞれの時制に進行相や結果相を表す形があり，その時制は補助

動詞のAM-uk れ-ineの時制で表される 定進行相で使わ はる非 詞形 容形 的

′

′
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標準アバール語の文語で用いられている文字はキリル文字であるが，ラテン文字
へ次のような転写を行って，標準アバール語を表記している。 ＝a， ＝b， ＝

w， ＝g， ＝g， ＝h， I＝ ， ＝d， ＝e， ＝z， ＝z， ＝i， ＝j， ＝k，
＝q

；

， ＝

u

， I＝k

未

， ＝l， ＝ ， ＝m， ＝n， ＝o， ＝p， ＝r， ＝s，
＝t， I＝t

。

， ＝u， ＝f， ＝x， ＝q， ＝ç， I＝h-， ＝c， I＝c

お

， ＝c，

I＝c

動

， ＝s， ＝ss， ＝e， ＝ju， ＝ja， ＝

者

。アバール語で使われている
キリル文字のラテン文字への転写には標準的な方法が確立しておらず，ここでの
転写法は筆者独自のものであることをお断りしておく。本稿で用いる省略記号は
次の通りである。ABS：absolutive（絶対格）；AM：agreement marker（一致
標識）；APRT：Adjectival participle（形容詞的分詞）；F：female（女性）

を

FUT：f

研

ture（

一

来）；M：male（男性）；PRS：present（現在）；PST：past（過
去）

表
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分詞である。形容詞的分詞とは関係節すなわち名詞を修飾する節で使われる

動詞の形である。アバール語の関係節では定形動詞が使われることはなく形

容詞的分詞が使われる。英語でも関係節で使われる-ingで終わる形式に存在

動詞 to beを組み合わせて進行相を表現するので，進行相の表現方法に関し

てアバール語と英語は似ている。⑴はアバール語の進行相の例である 。

⑴ he-j  od-ule-j  j-ik

わ

-ana

その人-F,ABS 泣く-APRT,PRS-F  F-いる-PST

「その女の人が泣いていた」［MP2-K,p.189］

⑴では動詞 od-ize「泣く」の進行相を表現するために od-izeの形容詞的分

詞の現在時制形が補助動詞であるAM-uk

 

A

-ineといっしょに使われている。

定形動詞の過去時制形，現在時制形，未来時制形に平行して形容詞的分詞に

も過去時制形，現在時制形，未来時制形がある。Saidov(1967:780)，Madieva

(1980:112,114-116)，Alekseev& Ataev (1998:60)は，形容詞的分詞の現在

時制形とAM-uk

 

k

-ineを組み合わせて進行相を表すと述べている。しかし，ア

バール語のテキストを読んでいると，形容詞的分詞の未来時制形とAM-uk

で

-

ineの組み合

e

せで進行相が表されている文を目にすることがある。⑵はそ

の例で，動詞 od-ize「泣く」の進行相形が形容詞的分詞の未来時制形とAM-

uk

-

-ineの組み合わせ

R

できている。

⑵ H

-

-j  od-ile-w  w-u

いて

-ana

その人-M,ABS 泣く-

］

P

が

T,FUT-M  M
 

h

いる-PST

「その男の人 1泣 Tsいた」［S  1 M  p.2,

′

′

′

′

′

′
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動詞を例示する場合には不定形で示し，語幹と不定形を示す接辞の間にハイフン
を入れる。
例文には訳の後に引用した本を略号で示している。略号は「調査に使用したア
バール語の本とその略号」を参照。
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しかしながら，進行相を表すのに形容詞的分詞の現在時制形の他に未来時制

形がAM-uk

る

-ineとの組み合わせで使われることがあることは私が知る限り

記述されていない。そこで，本研究では，アバール語で書かれている18冊の

本を用いて，形容詞的分詞の未来時制形とAM-uk

屈

-ineの組み合わせによる

進行相形について調査を行った 。この18冊の本から形容詞的分詞の未来時

制形とAM-uk

を

-ineの組み合わせで進行相が表されている例を全て抜き出す

と，この組み合わせで進行相を表す動詞はかなり限定されることがわかる。

本稿では，進行相を表すのに形容詞的分詞の未来時制形が使われるのはどの

ような動詞であるのかについて述べていく。

本題に入る前に，ここで，アバール語の動詞の構成について述べておく。

アバール語の動詞は語幹と屈折語尾（接尾辞）からなるが，母音で終わる語

幹を持つ動詞と子音で終わる語幹を持つ動詞がある。不定形がaze，oze，uze

で終わっている動詞の語幹はそれぞれa，o，uという母音で終わり，-zeが不

定形を表す接辞である。一方，不定形が子音の後に ize，eze，ine，eneが続

いて終わっている動詞は子音で終わ

u

語幹を持っていて，-ize，-eze，-ine，-ene

がそれぞれ不定形の接辞である。不定形の接辞が違っていると他の変化形の

接辞も違ってくるので，子音終わりの語幹を持つ動詞が取る

て

折語尾の四つ

の型に名前をつけることにする。不定形の接辞が-ize，-eze，-ine，-eneであ

る屈折語尾の型

l

それぞれ I型，E型，IN型，EN型と呼ぶことにする。た

とえば，I型，E型，IN型，EN型の屈折語尾を取る動詞の定形の現在時制形

の屈折接辞はそれぞれ-ula，-ola，-

の

na，-ona，定形の未来時制形の屈折接辞

は-ila，-ela，-ina，-enaとなる。形容詞的分詞の現在時制形と未来時制形は

定形の現在時制形と未来時制形の最後の母音aを落とし

e

，e-AM を付ける

ので，I型，E型，IN型，EN型

は

動詞の形容詞的分詞の現在時制形はそれぞ

れ-ule-AM，-o  il-AM，-une-AM，-one-AM，未来時制形 A- ，e e-AM，- -le M

′

′

′
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調査に使用した18冊の本は「調査に使用したアバール語の本とその略号」に列
挙している。
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-ine-AM，-ene-AM となる。I型の屈折語尾を取る動詞ab-ize「言う」を例に

すると，定形の現在時制形と未来時制形はそれぞれab-ulaと ab-ilaとなり，

形容詞的分詞の現在時制形と未来時制形はそれぞれab-ule-AM と ab-ile-

AM となる。母音終わりの語幹を持つ動詞では定形でも形容詞的分詞でも現

在時制形と未来時制形が同じ形をしていて，形から現在時制と未来時制を判

断することはできない。たとえば， a-ze「知る」は，定形の現在時制形と未

来時制形はともに a-laとなり，形容詞的分詞の現在時制形と未来時制形は

ともに a-le-AM である。

２．自動詞対他動詞

私が調べたアバール語の全テキストにおいて進行相形動詞が15,500例ほ

ど使われている。母音で終わる語幹の動詞は形容詞的分詞の現在時制形と未

来時制形が同じ形をしているので，進行相形動詞が形容詞的分詞の現在時制

形を使っているのか，形容詞的分詞の未来時制形を使っているのかが区別で

きない。約15,500例の進行相形動詞のうち，母音終わりの語幹を持つ動詞は

1,500例ほどである。したがって，約14,000例の進行相動詞が形容詞的分詞

の現在時制形を使っているのか，未来時制形を使っているのかを区別するこ

とができる。そのうち形容詞的分詞の未来時制形を使っているのは，647例で

ある。すなわち，形容詞的分詞の未来時制形を使っている進行相形動詞は５％

程度であり，大多数の進行相形動詞は形容詞的分詞の現在時制形を使ってい

ることになる。

どのような動詞の進行相形が形容詞的分詞の未来時制形を使っているのか

というと，まず言えることは，全てが自動詞であるということである。他動

詞の進行相形は全て形容詞的分詞の現在時制形を使っている。アバール語は

自動詞としても他動詞としても使われる動詞がとても多くあるので，進行相

形で使われている他動詞の例が全体でどのくらいあるのかは数えていない

が，個別の動詞では，形容詞的分詞の現在時制形を使っている進行相形が50
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回以上使われている他動詞には，AM-aq-ize「出す，はずす」，AM-ac-ine「運

ぶ」，AM-ic-ine「言う，伝える」，AM-os-ize「手に取る」，ab-ize「言う」，

ah--ize「叫ぶ，呼ぶ」，hiq

 

i

-ize「尋ねる」，ha-AM-ize「する」，

A

-eze「与える」，

-eze「置く」，rex-ize「投げる」，rik

相

k

で

-ine「数える，見なす」，t-eze「残す」，

t

時

am-ize「配置する，～させる 使役>」，c

的

al-ize「読む」，c

進

un-ize「守る」が

ある 。これらの動詞は形容詞的分詞の未来時制形を使っている進行相形では

使われていない。

アバール語には，自動詞と他動詞の中間的な動詞に経験者が与格あるいは

第一位格（「～の上で」を意味する形）で現れる二項動詞がある。こうした動

詞を斜格経験者動詞と呼ぶことにする。斜格経験者動詞の二つ目の項は名詞

であれば絶対格になる。AM-o

」

-ize「好く，欲する」は経験者を与格で取る。

AM-iç-ize「見える」，ra -ize「聞こえる」，AM-ic

し

c

自

-ize「わかる」は経験者を

第一位格で取る。k

節

-eze「～できる」は第一位格の経験者と不定形の動詞を取

る。AM-o

作

-ize「好く，欲する」，AM-

の

ç-ize「見える」，ra -ize「聞こえる」，

で

M-ic

動

c

あ

-ize「わかる」，k

 

e

-eze「～できる」は全て進行

出

形

」

50回以上使われ

ているが，全て，形容詞的分詞の現在

起

制形を使った進行相形である。

このように，形容詞

が

分詞の未来時制形を使った

を

行相動詞の大きな特徴

と

。

て，

詞

動詞に限定されることが挙げられる。

３．自動詞

前

q

で述べたように，自動詞だけが形容詞的分詞の未来時制形を用いて進

行相形を

る

っている。しかし，あらゆる自動詞

-

進行相形

n

形容詞的分詞の

未来時制形

-

用いているわけ

A

はない

h

自

in

で

「

るAM-alah-iz
 
r

「見る」，

くM ，a  u-i ，e「 eる こ， agar -iz  e「近づ ze移 する」 i u -動，

′ ′

′′

′ ′ ′

′

′′

′

′

′′ ′

ここに挙げた動詞のいくつかは他動詞としても自動詞としても使われるが，他動
詞として使われている例だけを数えている。
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「考える」，xw-eze「死ぬ」，c

 

C

 

ikk-ine「増える」，cwax-ize「流れる」，c

，

-eze

「立ち止まる」，ssw-eze「到着する」はどれも50回以上進行相形で用いられ

ているが，全ての例で形容詞的分詞の現在時制形が使われている。以下では，

どのような自動詞が進行相形で形容詞的分詞の未来時制形を用いているのか

を見ていく。

3.1 反復擬音動詞

アバール語は擬音語を結構多く使う言語である。いろいろな擬音語動詞が

あるが，最も一般的なタイプとして，C V C V d-izeあるいはC V C C V

d-izeあるいはC V C C V C d-izeの形をしている擬音語あるいは擬態語と

考えられる動詞がたくさんある（Madieva 1980:103-104, Alixanov 1994:

131-132）。Cは子音を，Vは母音を表し，C，Vに添えられた数字は同じ数字

が添えられた音素は同じ音素であることを示している。たとえば，gargadize

「しゃべる」，q

 

w

 

waq

 

z

 

wadize「（ラッパなど）が鳴る」，ssurssudize「ささやく，

（葉っぱなどが）さらされと揺れる」，kwalkwadize「ゆれ動く，（何かに対し

て）目や手をしばらく動かす」。C として現れる子音は，l，r，n，mが多く，

この四つの音素はC V C

w

V

-

C

 

z

 

d-izeの形で二度目に出てくることは少な

い。C が l

 

e

 

r，n，m以外の子音であることは少なく，Cが l，r，n，m以外

の子音である場合はC V C C V C d-izeのようにC は繰り返される。こう

した動詞は音や音から連想される動きを表しているので，いろいろな意味で

用いられることが多い。このタイプの動詞を本稿では便宜的に反復擬音動詞

と呼ぶことにする。反復擬音動詞は全て自動詞である。進行相を表すのに形

容詞的分詞の未来時制形を用いている動詞の中に反復擬音動詞が多く見られ

る。反復擬音動詞で進行相形で現れている動詞を全て挙げると，kwalk

 

u

 

ad

 

d

 

i e（20：10），gargadize（12：8），z

s

 

nzedize（8：4）， ul udize（3：4），

ss

q
 

rss
 

i
 

udize（3：1），q

 

z

 

aq

1

adize（3：0），parpadize（2：1），swerswedize（1：

2），q
 

a
 

wa
 

d wa
 

a
 

ize
 

e（2：0），

r
 

ur  i udize（2：0），sun udize（2：0），c
 
x
 
ac

 
i
 
ad

 
i

 
ze

（2：0），c u w  t c  u d  iz d （1：（2：0），ru  d u  ze t e（ r：1）， ， ar） a x1e

′′′ ′

′ ′

′′

′ ′ ′ ′ ′′

′ ′ ′ ′
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（1：1），çimçidize（1：1），pupudize（0：2），h-elh-edize（0：2），girgidize

（1：0），q

だ

irq

1

idize（1：0），q

音

ulq

ま

udize（1：0），nunudize（1：0），tartadize

（1：0），tultudize（1：0），c

例

warc

で

wadize（1：0），c

と

c

時

ic

相

c

な

idize（1：0），sursudize

（1：0），bubudize（0：1），himhidize（0：1）， er edize（0：1），qunqudize

（0：1），çulçudize（0：1），h-ih-idize（0：1），c

と

unc

詞

udize（0：1），capcapdize

（0：1），culcudize（0：1）である。それぞれの動詞に付けられた括弧の中の

数字ｘ：ｙはｘが進行相形が形容詞的分詞の未来時制形を使って表現されて

いる数でｙが現在時制形を使って表現されている数である。動詞が並んでい

る順序は進行相形の数が多い順で，進行相形の数が同じ場合は，形容詞的分

詞の未来時制形を使った例の数が多い順である。以下でもいろいろな動詞を

列挙するが同様の方法で動詞を列挙することにする。進行相形で使われてい

る反復擬音動詞は37動詞であるが，そのうちで，形容詞的分詞の未来時制形

と現在時制形の両方を使って進行相形を表しているのは11動詞，未来時制形

だけが15動詞，現在時制形

に

けが1

を

動詞である。全ての反復擬

M

動詞を

e

とめると，進行相形に形容詞的分詞の未来時制形を用いているのは75例

（61％）であり，現在時制形を用いているのは47

1

（39％）

e

ある。したがっ

て，未来時制形

8

現在

8

制形の

）

対的

折

使用頻度に大差はないと言える。

3.2 持続動詞

アバール語には，基本となる動詞から作られ，「しばらく～する」，「繰り返

し～する」，「～することに従事する」というような意味を持つ一群の動詞が

存在する。こうした動詞を持続動詞と呼ぶことにする。基本

&

なる動

e

から

持続動詞を作る方法としては，動詞の屈折語尾の型を変更したり，基本とな

る動詞の語幹

す

接尾辞

し

付けたりすることがある（

動

adi

加

va 1980:102-104,

Nurmagomedov 1992:142-156,Alixanov 1994:130-

方

31,Al

る

kseev

さ

Ata

尾

v
 

199

，

:5
 

r

-59

 

n

。屈

ど

語尾の型を変更する場合，I型あるいは IN型をE型に変

更

に

ること

が

かない。一

つ

，基本とな

。接

詞に付 -

付

れる接

き

辞は

a
 

d

詞

-a

語

，

- か存qな ていく た-d在する 単で辞 い 持続動 っは よ

′ ′ ′ ′

′ ′ ′′′′

′ ′
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て I型の屈折語尾を取るものとE型の屈折語尾を取るものがある。それ以外

の接尾辞が付いてできた持続動詞はどれも I型の屈折語尾を取る。どのよう

な形で持続動詞が作られるかは音韻的な特徴などで多少の傾向はあるが，基

本的にはそれぞれの単語に依存していて，方言間でかなりの違いがあるし，

標準語内でも方言に由来する地域差などの理由から持続動詞が複数個並存し

ていることもある。持続動詞は自動詞からも他動詞からも作られるが，でき

あがった持続動詞は常に自動詞である。たとえば，har-ize「頼む」は他動詞

であるが，この動詞から作られたhar-de-zeは自動詞である。また，全ての動

詞から持続動詞が作られるわけではなく，持続動詞を作ることができない動

詞もたくさんある。

持続動詞について簡単に説明したが，進行相を形容詞的分詞の未来時制形

を用いて表す動詞にはとても多くの持続動詞が含まれている。以下では，持

続動詞の作り方ごとに話を進めて行く。

3.2.1 E型屈折語尾

持続動詞を作るのに最もよく使われる方法は，I型あるいは IN型の屈折語

尾を取る動詞の屈折語尾をE型に変える方法である。たとえば，基本となる

動詞kunc

0

-ize「光る」は I型の屈折語尾を取るが，この屈折語尾をE型に変

更することによって，持続動詞kenc

（

-ezeが作られる。ただし，I型あるいは

IN型の屈折語尾をE型に変更する場合には基本となる動詞の語幹の最終母

音が/i/か/u/だと/e/に変わってしまうため，kunc

a

が kenc

3

に変わっている。

進行相形で使われている動詞の数もこのタイプの持続動詞が最も多く，次の

50動詞である。kenc

（

-eze（17：34），k

 

e

 

et

（

-eze（13：15），ber-eze（0：18），

helc-eze（2：10），parq

0

-eze（2：9），k

 

e

 

anc

0

-eze（9：1），tenk-eze（8：2），

t

1

erk

 

e

-eze

 

e

8：0），sent
 

z

-eze（5：1），h-ens-eze（3：3），ter-eze（5：0），hesst

 

a

-eze

（2：3），zwan -e e（3：

：

），q

 

c

p-eze（

z

：0），parx-eze（2：1），çwa -eze（2：

p），h
 
z

 
n

2

-

0

ze（2：0），

-e
 

ab-eze

）

2：0），

x
 

enss-

：

ze

，

2：0），twarx-eze（2：

0）， ar p-e  z e（ 2： ，），h-enc ze（e（2 ）q ）， cw  r-e-e （ 2e 0：

′

′

′ ′

′ ′′

′ ′ ′

′ ′ ′ ′

′

′ ′
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hank

続

-eze（1：0），zenk

れ

-eze（1：0），zwar -eze（1：0），zwarx-eze（1：0），

zenk

詞

k

作

-eze（1：0），q

，

anss-eze（1：0），q

 

r

 

wak-eze（1：0），

d

 

enk

母

-eze（1：0），

pesst

 

i

-eze（1：0），terk

回

-eze（1：0），terx-eze（1：0），t

れ

ek

，

-eze（1：0），xep-eze

（1：0），çwank-eze（1：0），c

辞

enk

が

-eze（1：0），cwalx-eze（1：0），cenq-eze

（1：0），ssap-eze（1：0），er -eze（1：0）， enc-eze（0：1），q

「

enk

く

-eze（0：

1），

辞

ab -eze（0：1），penq-eze（0：1），t

 

e

 

er-eze（0：1），qesst

 

i

-eze（0：1），

h-enk-eze（0：1）。全動詞の使用例を合計すると，進行相形に形容詞的分詞の

未来時制形を用いているのは119例であり，現在時制形を用いているのは

105例である。

3.2.2 -d＋I型屈折語尾

母音終わりの語幹を持つ動詞は，接辞-dと I型の屈折語尾の組み合わせ

か，後で述べる接辞-darと I型の屈折語尾の組み合わせで持続動詞が作られ

る。たとえば，基本となる動詞 soro-ze「震える」の語幹に接尾辞-dを付ける

ことによって I型の屈折語尾を取る持

q

動詞 soro-d-izeが作ら

，

る。I型の屈

折語尾を取る動詞でも少なくはあるが接辞-dと I型の屈折語尾の組み合わ

せで持続動 を

q

る動詞がある。たとえば

。 音

ur-ize「回る」から

型

u

屈

-d-izeが

できる。接辞-

持

の前に

で

音aあるいはuが入ることがある。q

，

rss-ize「ほじ

くり

2

す」から持続動詞qirss-ad-izeが作ら

u

るが

o

接辞は単なる-dではな

く-adである。また，uh--ize「せきをする」には接

-

-ud

（

付き持続動詞

uh--ud-izeができる。E型の屈折語尾を取る動詞で持続動詞を作ることができ

る動詞は，he-q

て

-eze「飲む」，c

-

exx-eze「尋ねる」，ce

る

-eze

 

a

皮をむ

i

」の３

動詞で

）

全て，接

語

-ldを付加して作られ，heq

 

q

-old-ize，c

（2

x-old-ize，c

-

e

 

i

-old-

：

zeとな

q

。

母

型

語幹の動詞から接辞-dと I

-

の

が

折

付

尾の組み合わせで作

られた

取

続動詞

動

進行相形で現れる動詞を全て挙げると

u

 

soro-d-

d
 

ze（17：

u

1），

ある

ac

の屈

-d-

を

ze（2：4

辞

，c k

い

c

でき

a-d-ize（3：0），

続

wa a-d-ize

る

い

：0），ha
 

d

-

k

て

a

 

ze（

ize

1

1

，

1）で

持 -

取I

で進行

折語尾

使

の

れ

動詞に接

は h尾 r詞 d

型

i

る I

語 で

屈

折 る 2を の ：形相 わ 3る ）

′ ′

′′ ′ ′ ′ ′

′ ′ ′′

′ ′

′ ′

′ ′ ′

′ ′

′ ′

′ ′

′′ ′′ ′′

′
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d-ize（8：8），swer-d-ize（1：3），AM-a ar-d-ize（1：0）である。接辞-dの

代わりに接辞-adが使われている動詞では，hes-ad-ize（3：0），qirss-ad-ize

（3：0）で，接辞-udが使われている動詞ではha-AM-ud-ize（3：0）である。

E型の屈折語尾を取る動詞から接辞-oldを使って作られて持続動詞で進行

相形で使われているのは，heq

2

-old-ize（1：2），c

）

ex-old-ize（0：3），ceq-old-ize

（0：1）である。接辞-ad，-ud，-oldを接辞-dの一種であると考えることにす

ると，進行相形に形容詞的分詞の未来時制形を用いているのは48例であり，

現在時制形を用いているのは64例である。

3.2.3 -d＋E型屈折語尾

I型の屈折語尾を取る動詞から接辞-dとE型の屈折語尾の組み合わせで

も持続動詞が作られる。たとえば，ah--ize「叫ぶ，呼ぶ」の語幹に接辞-dが

付き，E型の屈折語尾を取る持続動詞ah--d-ezeが作られる。ah--d-ezeはこの

グループの中で少し特殊で，ah--d-ezeの代わりにah--t

 

a

-ezeが使われることが

ある。すなわち，接辞-dのかわりに同じ目的で接辞-t

 

e

が使われることがあ

る。ah--d-eze以外で接辞-dのかわりに接辞-t

詞

が用いられる動詞はない。接

辞-dあるいは-t

在

とE型の屈折語尾の組み合わせでできた持続動詞で進行相

形が使われている動詞は，ah--d-eze（14：31），hal-d-eze（2：25），har-d-eze

（7：8），zen-d-eze（1：1），

い

wah-d-eze（1：4），xap-d-eze（1：

-

），çan-d-eze

（9：4

）

，h-ap-d-eze（8：1），c

 

M

 

al-d-eze（1：5），cwer-d-eze（0：2），la -d-ez

ら

（0：1），ah--t

の

-eze（3：14）である。進行相形に形容詞的分

プ

の未来時制形を

用いているのは47例であり，現

a

時制形を用いているのは98例である。

3.2.4 -ar＋I型屈折語尾

I型か IN型の屈折語尾を取る動詞から接辞-arと I型の屈折語尾の組み

合わせで作

r

れる持続動詞もある。こ

a

パターンで作られる持続動詞はとて

も多

k

。このタイ

i

の持続動詞で進行相形で現れているのは，AM

1）

xc-a

-

-ize

（8：3 ：，m ，-ar-ize（3：3），A ，- he k -ar- i ze（1 ：3） 2ze d r a - （

′ ′

′

′

′

′

′

′

′
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het

使

-ar-ize（2：0），AM-uq

の

-ar-ize（0：2），AM-aq-ar-ize（1：0），AM-ec

：

c

）

-ar-ize（1：0），AM-ik

1

-ar-ize（1：0），AM-or-ar-ize（1：0），AM-uh--ar-ize

（1：0），alq-ar-ize（1：0），hiq

1

-ar-ize（1：0），rec

e

 

c

：

-ar-ize（1：1），h-inq

）

-ar-ize

（1：0），AM-ic-ar-ize（0：1），h-ens-ar-ize（1：0），AM-eh-ar-ize（0：1），

AM-e

 

i

-ar-ize（0：1），zink-ar-ize（0：1），punss-ar-ize（0：1），ccuk

 

d

-ar-ize

（0：1）である。合計すると，形容詞的分詞の未来時制形が26例で，現在時

制形が19例で使われている。

3.2.5 -ard＋I型屈折語尾

I型か IN型の屈折語尾を取る動詞に接辞-ardが付いて I型の屈折語尾を

取る持続動詞が作られることがある。接辞-ardと I型の屈折語尾の組み合わ

せで持続動詞を作ることを許す動詞は，接辞-arと I型の屈折語尾の組み合

わせでも持続動詞を作ることができる。接辞-arのほうが接辞-ardよりも多

く使われる。接辞-ardを

合

った持続動詞で進行相形で使われている

3

は，

AM-uq-ard-ize（13：4），hiq

-

-ard-ize（6

母

2

で

，AM-ik

持

-ard-ize（6：

尾

），xis-ard-

ize（1：3），hes-ard-ize（1：2）］，q

せ

oc-ard-ize（1：1），k

と

wek

な

-ard-ize（

詞

：

0），k

が

ic

い

-ard-iz

-

（1

r

0），ma-ard-ize（1：0

z

，c

：

c

，

ik

 

k

-ard-ize（1：0），kenc

a

-ard-ize

（1：0），k

計

es-ard-ize（1：0），AM-ecc-ard-

２

ze（0：1）である。

も

計すると，

形容詞的分詞の未来時制形が

現

4例で現在時制形が14例で使われている。

3.2.6

u-

ar＋I型屈折語尾

動

音

）

終わる語幹を

a

った動詞，I型の屈折語

r

を取る子音で終わる語幹

を持った動詞から接辞-darと I型の屈折語尾の組み合わ

６

で作られる持続

1

詞もあるが，その数は

。

て

i

少

e

い。このタイプの動

-

で進行相形

ze

れ

て

：

るのは，qwa  d da

と

-ize（3：2），p

制形

dar-i

現

e（

制形

0

）

例

ka

わ

-

てい

r-

，

z

容

（1：0），

来ex 合d すr-i 形

在

（1 分0 のである。

れ

が

で

る

で，

詞 時 例的

使

詞

が

未

時 る

′ ′ ′

′ ′

′ ′′ ′

′ ′

′ ′

′ ′ ′

′′ ′′′ ′
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3.2.7 a(n)q＋I型屈折語尾

I型あるいは IN型の屈折語尾を取る動詞に接辞-anqが付加されて持続動

詞が作られることもある。同じ動詞に接辞-anqの代わりに接辞-aqが付くこ

ともある。接辞-anqが付いてできた動詞で進行相形が使われている動詞は，

AM-e-anq-ize（9：6），AM-ort-anq-ize（9：2），AM-orz-anq-ize（3：2）で

あり，合計すると，形容詞的分詞の未来時制形が21例，現在時制形が10例

である。-anqの代わりに-aqが使われている動詞では，AM-ort-aq-ize（1：

0）だけである。

3.2.8 a(n)qd＋I型屈折語尾

接辞-aqdも I型あるいは IN型の屈折語尾を取る動詞に付加され持続動

詞が作られる。接辞-aqdが付く動詞に，-aqdの代わりに-anqdが現れること

もある。接辞-aqdが付いてできた動詞で進行相形が使われているのは，AM-

alah-aqd-ize（3：3），AM-eker-aqd-ize（5：0），q

の

wari -aqd-ize（0：2），

ede -aqd-ize（1：0），t

す

ur-aqd-ize（1：0），AM-a ar-aqd-ize（0：1），ge-AM-

erg-aqd-ize（0：1），h-alak-aqd-ize（0：1）であり，合計すると，形容詞的分

詞の未来時制形が10例で，現在時制形が８例で使われている。

3.2.9 まとめ

3.2.1から3.2.8までに述べた持続動詞の進行相形における形容詞的分詞

使

未来時制形と現在時制形の使用を表１にまとめる。持続動詞全体では，進

行相形を表現

で

るのに形容詞的分詞の未来時制形が312例で用いられてい

て，現在時制形が320例で用いられている。未来時制形と現在時制形の相対

的な

が

用頻度はほぼ互角である。個別的には，３番目の接辞-dとE型屈折語

尾の組み合わせ 動の未来時制形の使用頻度

か

結構低いが，3.4で述べる

も

詞

と比べると誤差の範囲 。なしれ い

′

′
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3.3 名詞あるいは形容詞から派生した動詞

アバール語には名詞あるいは形容詞から派生した動詞が存在する。たとえ

ば，動詞 zigar-d-ize「不平を言う」は名詞 zigar「不平」に接辞-dが付加し

てできた I型の屈折語尾を取る動詞である。アバール語には名詞に接辞-dを

付加して作られた I型の屈折語尾を取る動詞がいくつかある（Alixanov
 

1994:129-130）。また，形容詞に接辞-dが付いてできた I型の屈折語尾を取

る動詞，接辞-dが付いてできたE型の屈折語尾を取る動詞，接辞-darが付い

てできた I型の屈折語尾を取る動詞が小数個ある。名詞および形容詞から動

詞を作るこうした方法は，基本となる動詞の語幹から持続動詞を作る方法の

一部と同じである。このようにして名詞あるいは形容詞から作られた動詞も

進行相を形容詞的分詞の未来時制形と存在動詞の組み合わせで表現している

ことがある。

名詞に接辞-dが付加してできた I型の屈折語尾を取る動詞で進行相形で

現れているのは，zigar-d-ize「不平を言う」（6：8），waswas「疑い」から作

られたwaswas-d-ize「疑う」（4：4），c

「

oh「泥棒」から作られたc

に

oho-d-ize

「泥棒をする」（1：0）がある。このタイプの名詞由来の動詞で進行相を表す

のに形容詞的分詞の現在時制形だけしか使っていない動詞はない。

一方，形容詞

q

接辞-dが付加してできた I型の屈折語尾を取る動詞で進行

相形で現れているのは，re  qの-a-AM「びっこ こ」からできた re っz-d-i e び

′ ′

′ ′

表１

未来時制形 現在時制形

E型屈折語尾 119(53％) 105(47％)

-d＋I型屈折語尾 48(43％) 64(57％)

-d＋E型屈折語尾 47(32％) 98(68％)

-ar＋I型屈折語尾 26(58％) 19(42％)

-ard＋I型屈折語尾 34(71％) 14(29％)

-dar＋I型屈折語尾 6(75％) 2(25％)

-a(n)q＋I型屈折語尾 22(69％) 10(31％)

-aqd＋I型屈折語尾 10(56％) 8(44％)

合計 312(49％) 320(51％)
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を引いている」（3：0）とcaluq-a-AM「色っぽい」からできたcaluq-d-ize「色っ

ぽく振る舞う」（1：0）である。形容詞に接辞-dが付加してできたE型の屈

折語尾を取る動詞で進行相形で現れているのは，req

（

-a-AM「びっこの」から

の req

-

-d-eze「びっこを引いている」（1：0）だけである。req

的

-a-AM から作ら

れた動詞には req

を

-d-ize，req

に

-d-eze，req

か

-dar-izeがあるが，私が調べた18冊

の本の中で req

詞

-d-izeが 13回使われているのに対して，req

 

N

-d-eze，req

詞

-dar-

izeの使用例はそれぞれ１例である。したがって，req

か

-d-ezeの使用例は進行

相を表すために使われている形容詞的分詞の未来時制形の１例だけである。

形容詞に接辞-darが付加してできた I型の屈折語尾を取る動詞で進行相形

で現れているのは，ssak-a-AM「疑わしい」からの ssak-dar-ize「疑う」（9：

5），goh-a-AM「わがままな」からの goh-dar-ize「わがままに振る舞う」（3：

3），xex-a-AM「速い」からのxex-dar-ize「急ぐ」

な

2：2）である。

名詞，形容詞に接辞

数

dあるいは-darが付加してできた動詞の進行相形に

おける形容詞

制

分詞の未来時制形と現在時制形の使用数

進

まとめると表２の

よう

は

なる。

基本となる動詞

か

ら持続動詞を作るのに使う接辞とは違う接辞を使って名

詞から動

あ

を派生させることがある。名詞に接辞-をつけて I

の

型の屈折語

尾を取る動

い

を作ることがあり，意味は「当該名詞がいっぱいになる」ある

いはそれ

」

らの比喩的な意味に

タ

る。この接辞で作られる動詞はごく少

で

で

行

る。この

れ

イプの動詞も進行相を表すのに形容詞的動詞

相

未来時

タ

形が使

われて kる。この 現イプの動詞 u，てい形で 煙j「るの k

′

′ ′

′ ′ ′

′ ′ ′

′

′′

表２

未来時制形 現在計

名詞＋-d＋I型屈折語尾 11(48％) 12(52％)

形容詞＋-d＋I型屈折語尾 4(100％) 0(0％)

形容詞＋-d＋E型屈折語尾 1(100％) 0(0％)

形容詞＋-dar＋I型屈折語尾 14(58％) 10(42％)
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らできたk

か

k

で

ujda--ine「煙る」（3：0），h-ac

1

u「唾」からできたh-ac

か

i--ine（1：

0），mac

 

e

「舌」からできたmac

に

i--ine「悪口を言う」（0：1），cer「きつね」

からできたと考えられるcara--ine（0：1）である 。

接辞-xも接辞-と同じく名詞に付き IN型の屈折語尾を取り（Alixanov
 

1994:121-122），「当該名詞がいっぱいになる」あるいはそれからの比喩的な

意味を持つ。接辞-xが付く名詞はそんなに多くないが接辞-よりも多くの

名詞に付く。名詞に接辞-xが付加されて作られた動詞で進行相形で使われて

いる動詞では，ccin「怒り」からできたccida-x-ine「怒る」（0：3），karacel

「波」

度

ら

使

きたkaracala-x-ine「波立つ」（0：

た

），c

進

unc

で

ra「蟻」

分

らできた

c

制

unc

在

ra-x-in

表

「鳥肌が立つような感じ

に

なる」（0：1），sseq

行

er「のど」から

できた ssaq

わ

ra-x-ine「泣きそうになる」（0：1）があるが，形容詞的分詞の現

在時制形が６回使われているのに対して，未来時制形は１

動

も

の

われていな

い。接辞-と接辞-xが付加されてでき

こ

動詞の

う

行相形

て

の形容詞的

，

詞

の未来時

例

形と現

し

時制形の使用を

の

３にまとめて示す。

名詞

か

接辞-xが付いてできた

使

詞

体

進

使

相形で形容詞的分詞の未来時制形

が

ろ判

れていない

る

とをど

い

解釈し

う

いいのかは

な

全

断

の

保

用

す

が６例

こ

か

ないため，今 でと ろ留 。しを あ

′′ ′ ′

′ ′

′ ′

′ ′ ′

′

動詞 h-ac
 

a
 

i-g-ineはMuh-amad S

^

amxalowが一度使っているだけで，「口を唾で
いっぱいにする」という意味ではと思われる。また，動詞cara-g-ineは umar-
H―azi S

^

axtam

折

nowが一度使っているだけであり，意味はわからない。

表３

未来時制形 現在時制形

名詞＋-g＋IN型屈

ー

語尾 4 2

名詞＋-x＋IN型屈折語尾 0 6
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3.4 残りの動詞

反復擬音動詞，持続動詞，名詞および形容詞から派生した動詞の進行相形

が形容詞的分詞の未来時制形をよく使うことを述べた。それ以外の動詞で進

行相形を作るときに形容詞的分詞の未来時制形を使っている例がある動詞は

表４のようになる 。

どの動詞も他の単語から派生した動詞ではない。表４を見て気づくのは反復

動詞 ineは語幹を持たず，屈折語尾からだけなる動詞である。
動詞q

 

d

 

en-ezeはMuh-amad Sulimanowが３回使っているだけであり，意味は文
脈から「黙っている」と予測される。

表４

未来時制形 現在時制形

1. q

4

er

％

-eze「争う」 1( 3％) 35(97％)

2. xen-eze「動き回る」 3(27％) 8(73％)

3. ssen-eze「(雨が)しとしと降る」 3(60％) 2(40％)

4. q

5

en-eze「黙っている」 3(100％) 0(0％)

5. gen-eze「落ちる」 1(50％) 1(50％)

6. sesk

9

-eze「あちこち探す」 1(100％) 0(0％)

7. od-ize「泣く」 30(34％) 57(66％)

8. çwad-ize「進む，向かう」 8( 9％) 79(91％)

9. AM-asand-ize「遊ぶ」 6(33％) 12(67％)

10. qud-ize「騒音をたてる」 1( 8％) 11(92％)

11. su

-

-ize「ひりひりする」 4(40％) 6(60％)

12. inahd-ize「思い焦がれる」 4(57％) 3(43％)

13. q

 

z

 

acan-dize「争う」

(

(80

)

) 1(20％)

14. swad-ize「うとうとする」 1(50％) 1(50％)

15. garac

く

war-ize「しゃべる」 1(20％) 4(80％)

16. ine「行く」 40(

)

％) 759(95％)

17. AM-ac

e「

ine「来る」 87(17％) 412(83％)

18. AM-ag-ize「争う」

3

( 7％) 115(93％)

19. unt-i
8

e「痛む」 9(20％

s

36

i

80％

ほ

20. h-alt
％

-iz
67

働く」 7( 2％) 302(9

輯

％)

21. qurs )-

0

 

ze「

究

じ

1

る」 1(3

第人

) 2(

1 5

％

研1 2文

′

′ ′

′

′

′

′

′

′



擬音動詞，持続動詞，名詞および形容詞から派生した動詞と音韻的に似てい

る動詞が多いことである。１～６の動詞はE型の屈折語尾を取る動詞であ

る。８～14の動詞は語幹が子音dで終わっていて I型の屈折語尾を取る動詞

である。15の garac

以

war-izeは語幹がarで終わっていて I型の屈折語尾を取

る動詞である。どれも上で述べた持続動詞で見られるパターンであり，反復

擬音動詞も子音dで終わるし，名詞および形容詞から派生した動詞にも子音

dで終わる動詞がある。15の garac

動

war-izeは gar-izeから語幹の garを反復

して二番目の garの最初の子音をc

で

に変えた動詞である。こうしたパターン

を取る動詞は多くあり，反復される語幹の先頭の子音は別の子音に変えられ

るが，子音cが使われることが多い。したがって，garac

動

war-izeの元となる

動詞 gar-izeから判断して，arが接辞である可能性はないが，１～14の動詞

の場合，もともとはなんらかの基本となる動詞から派生した持続動詞であり，

その基本動詞が使われなくなった可能性もある。また，名詞あるいは形容詞

から派生した動詞である可能性もある。どちらにしても，持続動詞等との音

韻的な類似が形容詞的分詞の未来時制形を使った進行相形の使用を誘発して

いる可能性は大きいと思われる。それ

-

外の16～21の動詞は持続動詞等とは

違ったパターンをしている。こうした動詞の進行相形が形容詞的分詞の未来

時制形を使う動機付けははっきりしない。しかし，こうした動詞の進行相形

が形容詞的分詞の未来時制形を用いている頻度は反復擬音動詞，持続

ほ

詞，

名詞および形容詞から派生した動詞と比べて比較にならないほど低いことは

表４を見て明らか

は

ある。ところで，意味を持っているのかどうかは不明で

あるが，表４の動詞のうちで，持続動詞が作られるのは21番目のqurs

が

s

話

ize

「

る

じくる」だけである。それ以外の

大

詞は対応する持続動詞を持っていない。

４．個人差

アバール語

間

山岳地帯で

る

されてい

で

こともあり，方言間でいろいろと

家きな違いがあ と。標準語 るも方言からの影響 ら考え 作れ 差での い

′

′

′

′ ′
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ろいろな点で多く見られる。進行相動詞が形容詞的分詞の未来時制形を用い

て作られることがあることを述べている文献は見あたらないことから，標準

語とかなり違っている方言が話されている地域出身の作家が形容詞的分詞の

未来時制形を用いた進行相動詞を使っている可能性もある。そこで，形容詞

的分詞の未来時制形を用いた進行相動詞の作家別の使用状況を表５に示す。

表５が示しているように，形容詞的分詞の未来時制形を用いた進行相動詞を

使用していない作家はいない。作家の出身地はごく一部だけしか明らかでな

いが，現段階では，表５の結果を地域差に結びつけるのは難しいように思え

る。また，私が調べていない作家で形容詞的分詞の未来時制形を用いた進行

相形を使わない作家がいる可能性はあるが，そうした作家が多数派であるこ

とはないであろう。Jusup Dadaewの形容詞的分詞の未来時制形を用いた進

行相動詞の使用が１例しかないことは注意する必要があるかもしれない。そ

の１例はçwad-izeである。上で述べた形容詞的分詞の未来時制形を用いて

進行相形を作ることがある動詞の中で Jusup Dadaewが形容詞的分詞の現

在時制形を用いて進行相形を作っている動詞は次の通りである。反復擬音動

詞の進行相形は使われていない。持続動詞ではkenc e-eze（0：4），ber-ez 0（ ：′

表５

作家 作品の略号 未来時制形の使用数

Daganow, abdula  DG-G 6

Dadaew,Jusup  DJu-A 1

G

^

albac

 

h

 

ow,G

^

azimuh-amad  GG-G 89

Murtazaliewa,Pat

-

imat  MP1-S,2-K 19＋47＝66

Muh-amadow,Musa  MM1-B,2-G 4＋24＝28

Rasulow, arip  RG1-G,2-A,3-U 58＋32＋67＝157

S

^

axtamanow, umar-H―azi  ShG-K 36

S

^

amxalow,Muh-amad  S

 

e

 

M1-Ts,2-K 21＋40＝61

Sulimanow,Muh-amad  SlM

 

H

 

L 95

Surxaew,Musalaw  SrM1-N,2-T,3-A 27＋41＋38＝106

1

―azi

第

w,H―usen  XX-B 10
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2），ah--d-eze（0：2），xis-ard-ize（0：1）で，形容詞的分詞の現在時制形だ

けが全部で９例使われている。名詞あるいは形容詞からの派生動詞は進行相

形で使われていない。残りの動詞はq

く

er

自

-eze（0：4），ssen-eze（0：1），od-ize

（0：1），çwad-ize（1：4），AM-a -ize（0：39），unt-ize（0：1），h-alt

来

-ize（0：

17），ine（0：44），AM-ac

は

-ine（0：29）である。持続動詞が９例あるので，

１例ぐらいは形容詞的分詞の未来時制形を用いた進行相動詞の使用があって

もよさそうであるが，この作家が他の作家と比べて形容詞的分詞の未来時制

形を用いた進行相動詞をあまり使わないと見なせるかはこれだけのデータで

は微妙なところである。

５．おわりに

本稿で述べたことをまとめると次のようになる。進行相形を表すのには，

形容詞的分詞の現在時制形と存在動詞AM-uk

，

-ine「ある，いる」の組み合わ

せを用いるのが一般的であるが，形容詞的分詞の現在時制形の代わりに未来

時制形が使われることもある。進行相を形容詞的分詞の未来時制形を使って

表現する動詞はご

詞

一部の

時

動詞に限られている。反復擬音動詞，持続動詞，

名詞や形容詞から派生した動詞は進行相を表すのに形容詞的分詞の未来形と

現在形を同じ程度使っている。それ以外にも進行相を形容詞的分詞の未

a

時

制形を用いて表すことがある動詞はあるが

が

そうした動詞

限

形容詞的分詞の

現在時制形を未来時制形と比べて圧倒的に高頻度で用いる。私が調べた範囲

では，形容詞的分詞の未来時制形を用いた進行相形を使っていない作家はい

ないので，形容詞的分

k

の未来

.

制形の使用

a

一部の個人に

b

定されている

とは考えられない。

調査に使用したアバール語の本とその略号

［DG-G］Dag ―now, a  a dula,1997. w damal  a dir c  M  al bi. ac x  a h

′ ′

′

′

′

′
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［DJu-A］Dadaew,Jusup,1998.Ah-ul goh-― dir rek

 

a

 

el buh-i.Maxachkala:

Jupiter.

［GG-G］G

^

albac

 

U

 

ow,G

^

azimuh-amad,1994.Ganc

.

al.Maxachkala:Dagestan-

skoe knizhnoe izdatel

 

H

 

stvo.

［MP1-S］Murtazaliewa,Pat

 

a

 

imat,1990.Surat.Maxachkala:Daguchped-

giz.

［MP2-K］Murtazaliewa, Pat

,

imat, 1995. Kulakasul jas. Maxachkala:

Dagestanskoe knizhnoe izdatel

-

stvo.

［MM1-B］Muh-amadow,Musa,1985.Biharodul ut

 

l

 

bi.Maxachkala:Dagu-

chpedgiz.

［MM2-G］Muh-amadow,Musa,1991.Goro-c

 

o

 

er balelde cebe.Maxachkala:

Dagestanskoe knizhnoe izdatel

 

i

 

stvo.

［RG1-G］Rasulow, arip,1996. adamalgi ra adalgi.Maxachkala:Dages-

tanskoe knizhnoe izdatel

 

p

 

stvo.

［RG2-A］Rasulow, arip,1996.Anissa ul c

 

i

 

w

 

a

 

jalda xadur.Maxachkala:

Daguchpedgiz.

［RG3-

u

］Rasulow, arip,2006.Uzdenal

 

c

 

Maxachkala:Lotos.

［ShG-K］S

^

axtamanow, umar-

r

―azi,1994.Q

,

aral or.Maxachk

 

x

 

la:Dages-

tanskoe knizhnoe izdatel

 

z

 

stvo.

［ShM1-Ts］S

^

amxalow,Muh-amad

 

s

 

1982.C

 

a

 

udul was.Maxachkala:Dagu-

chpedgiz.

［ShM2-K］S

^

amxalow,Muh

 

M

 

amad,2002.Q

. N

 

s
 

h
 

bi wa xarbal.Maxachkala.

［SlM-L］Su
 

e
 

imanow,M

］

h-amad,1958. abgo q

 

9

 

isa.Maxa

 

a

 

u

 

kala:Dages-

tanskoe knizhn

 

J

 

e izdat

 

i

 

l

.

stvo.

［S  g M1-N］Surxaew

 

la

 

usalaw, 1990

 

aq［ z

 

bit

 

U

 

a

 

AG

. Maxachkala: Dagu-

chpedg

 

r.

Mu SrM2-T  1 Surxaew, ax sa -

k
 

w, L 9

:

4.Tu
 

e
 

n
 

la
 

ac d  d G
 

a
 

M  h a al
 

u t

.

i

′

′ ′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′

′
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［SrM3-A］Surxaew, Musalaw, -. Awaragasul xal at. Maxachkala:

Jupiter.

［XX-I］H―aziew,H―usen,1995.Imam H―amzat.Maxachkala.
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